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Ⅰ はじめに  

チオファネートメチル（TM）はベンゾイミグゾール系の農薬  

で殺菌剤として用いられている。TMは化学的に不安定であi），  

植物体中で代謝，分解されて徐々にメチルー2▼ベンゾイミダゾー  

ルカーバメ，ト（MBC）に変化して残留する1）。そのため，T  

Mの分析にはTMを化学的に閉環させてMBCに変換した後，総  

MBCを高速液体クロマトグラフィー（HPLC）で測定する方  

法り▲3）が一般的に用いられている。しかしながら，同系の農薬で  

あるベノミルもTM以上に化学的に不安定で，植物体中で速やか  

に代謝，分解されてMBCに変化する1）とともに，分析操作中に  

おいても自然に速やかに分解し，MBCに変化する町㌔ そのた  

め，ベノミルの分析にもTMt同様に変換した総MBCをHPLC  

で測定する方法冊川が用いられている。またMBCそれ自身もカ  

ルベンダジムの名称で農薬として用いられている。従って，総M  

BCの測定値のみではTM，ベノミル及びカルベンダジムのいず  

れが使用されたかの判別は困難である。   

最近，近藤ら呂）はTMが分解しないような分析操作法を用いて  

果実中のTMとベノミル由来のMB Cを同時に抽出精製し，  

HPLCで同時定量する方法を開発し，この方法でTMとベノミ  

ルの使用の判別が可能であることを報告している。著者らは農産  

物に対して近藤らの方法が適応可能かどうかを追試検討した。そ  

の結果，精製操作でTMの吸着や分解が起こって十分な回収率が  

得られず，TMを正確に定量できなかった。更に，それに伴って  

分解生成物のMBCが共存するためベノミルやカルベンダジム由  

来のMBCとの判別も困難であった。   

そこで，著者らはTMを正確に定量するために液一液分配抽出  

によりTMとベノミルやカルベンダジム由来のMBCを精製分画  

してTM画分とMBC画分に分け，TM画分をアルミナカpトリッ  

ジで精製した後，画分中のTMとTM由来のMBCをHPLCで  

定量する方法を検討した。また，近藤らのHPLC条件では食品  

由来の妨害物質の影響でTMとMBCの同時測定が困難な場合が  

あったため，HPLC条件についても検討改良したのでそれらの  

結果を報告する。  

［ 実験方法  

1．試料  

種を用いた。   
市販の農醐及び生産者または輸入業者よi）入手した農産物鶴  

2．試薬及び試液   

TM及びMBC標準品：和光純薬工業㈱製 残留農薬試験用   

TM及びMBC標準溶液：TM及びMBCをそれぞれメタノM  

ルに溶解し，0．ト1．0一〔∠g／mgの標準潜酒を調製した。   

0．2Mリン酸塩緩衝液（pH6．5）：0．2Mリン酸二水素ナトリウ  

ム溶液と0．2Nlリン酸水素ニナトリウム溶液を7：3の割合で混  

合して用いた。   

0．5％ジエチレングリコール（DEG）溶液：DEGO．5gをメ  

タノール100mgに溶解して用いた。   

セライト545：関東化学（株）製   

分液ろ紙No2S：アドバンテック東洋㈱製   

ケイソウ土カラム：バリアンアソシエイツ社製Chem ElutTM  

20mβ   

アルミナカートリソジ：ウオーターズ社製Sep－pakアルミナ  

N－カートリッジをアセトニトリル5mβで洗浄して用いた。  

特に品質記載のない試薬及びその他の試薬はいずれも試薬特一ヽ  

品を用いた。   

3．装置   

高速液体クロマトグラフ：日本分光㈱製PU－980型ポンプ，  

同860－CO型カラム恒温槽，同UV－970型紫外部検出器，同821－  

FP型蛍光検出器及び株）島津製作所製CR－6A型データー処理装置  

を用いた。   

4．HPLC条件  

1）TM測定条件   

カラム：TSK＿GEL ODS80TM（4．6mmi．d．×250mm）   

ガードカラム：TSK－GEL ODS80TM（3．2mmi．d．×15Tnm）   

移動相：アセトニトリルニ0．01Mリン酸二水素カリウム溶液  

（4：6）   

流量：0．8mβ／min   

カラム温度：400c   

検出波長：UV 278nm   

2）MBC測定条件   

カラム：TSK＿GEL ODS80TM（4．6mmi．d．×250Tnm）   

ガードカラム：TSK－GEL ODS80TM（3．2mmi．d．×15m）  
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移動相：アセトニトリルー0．01Mリン酸二水素カリウム溶液   Ⅲ 結果及び考察  

（4：6）またはメタノールー0．01Mリン酸二水素カリウム溶液  

1．TMの摘出方法の検討   

近藤ら射は試料にメタノール0．2N′Ⅰリン酸塩後衛液（11）  

混液を加えて30分間振とうした後，吸引ろ過して得られたろ液を  

減圧濃縮し，メタノールと0．2Mリン酸塩緩衝液で一定量にして  

TMの抽出操作を行っている。   

著者らは抽出操作の迅速化のため振とう抽出をホモジナイズ抽  

出に変更した。また，吸引ろ過後の減圧濃縮操作は試料によって  

は突沸が起こi），濃縮が困難な場合があった。そこで操作の迅速  

化も考慮して濃縮操作は除くこととした。   

水を試料とした時の摘出操作での1．0′りg／gのTMの回収率  

は近藤らの方法及び著者らの方法ともほほ100％で，摘出操作に  

おけるTMの分解はなかった 

2．有機溶媒の濃縮操作中のTMの安定性   

カラムや液一液分配抽出による精製操作では有機溶媒の濃縮操  

作が不可欠である。そこで，TMの精製操作で佗用することがで  

きると考えられる6種の溶媒（ジクロロメタンーヘキサン（1  

1）混液，エチルエーテルーヘキサン（1：1）混液，ジクロロ  

メタン，エチルエーテル，酢酸エチル及びメタノール）について  

濃縮操作におけるTMの安定性を検討した。TM2．0，，1gを含有  

する各溶媒100mゼ，及び安定化割として0．5％DEG溶摘2mgを添  

加したT㌦12．0〃gを含有する各溶媒100mgをそれぞれ40eC以下で  

約1mgまで1成庄濃縮し，室温にて窒素気流下で乾園した後，残留  

物をメタノール2．Omgに溶解して，TMを渕遷し回収率を求めた。  

結果を表1に示す。酢酸エチルを隙く5種の溶媒は 安定化剤の  

DEGを添加していない場合は濃縮操作でTMの分解が起こり回  

収率が低い場合も見られたが，DEGを添加した場合はいずれの  

溶媒も90％以上の回収率を示し，分解も僅かであれ精製用の溶  

媒として使用可能と考えられた。酢酸エチルは安定化剤の添加の  

有無にかかわらず濃縮操作でTMが完全に分解し，回収率が0％  

で，精製用の溶媒としては不適と考えられた。  

表1．有機溶媒の濃縮操作におけるTMの安定性  

も L 二1、  

流量：0．8mg／min  

カラム温度：400c  

検出波長：UV 278nm及びケイ光 EX285nm，EM315nm  

5．試験溶液の調製  

1）抽出  

相切した試料100gにL－アスコルビン酸ナトリウム4gを加   

えて磨砕し，その丑4g（試料重量10g）をとり，メタノールー   

0．2Mリン酸塩績衝液（11）混液50mgを加えて3分間ホモジ   

ナイズして抽出した。セライト 545を約0．5cmの厚さに敷いた吸   

引用ガラスろ過器に試料と抽出溶媒の混合物をのせ，吸引ろ過し   

たっ ろ過しにくい試料については，混合物にセライト 545を加え   

混合してから吸引ろ過した。ろ過器の残留物をメタノールー0．2   

Mリン酸塩緩衝液（1：1）混液40mgで洗浄し，ろ夜を合わせ，  

rゝれに水を加えて1。。mゼとし抽出液とした。  
2）精製  

抽出液から30mgを分取し，水30mβ及びジクロロメタン60mgを加  

えて5分間振とう摘出した後，静置または遠心分離してジクロロ  

メタンを分離し，ジクロロメタン40mβを分耳丈した。このジクロロ  

メタンに0．1N塩酸溶液20mgを加えて5分間振とう抽出した後，   

更に水20mgを加えて再度振とう抽出してジクロロメタン層と水層  

を分取し，ジクロロメタン層をTM画分とし，水層は合わせてM  

BC画分とした。  

TM画分のジクロロメタン層を分液ろ紙No2Sにてろ過し，0．5  

％DEG溶液2mgを加えて400c以下で杓1mゼまで減圧濃縮し，室  

温にて窒素気流下で乾回した後，残留物をアセトニトリル5mgに   

溶解した。この溶液をアルミナカートリソジに負荷して流出液を   

捨て，メタノール15mゼで溶出した。溶出液に0．5％DE G洛液2   

mβを加えて400c以下で約1mβまで減圧濃縮し，室温にて窒素気流   

下で幸三回した後，残留物をメタノール1mβに溶解し，TM用試験  

一滴とした。  
MBC画分の水層については，必要に応じてジクロロメタン20   

mβで洗浄した後，1N水酸化ナトリウム溶液5mg及び酢酸エチル   

40mゼを加え，5分間振とう抽出し酢酸エチル層を分取した。残っ   

た氷層に酢酸エチル40mβを加えて再度振とう抽出し，酢酸エチル   

層を分取して酢酸エチル層を合わせた。次に酢酸エチルを軽水硫   

酸ナトリウムで脱水した後，ろ紙でろ過し，400c以下で減圧濃縮   

し，残留物をメタノール1mゼに溶解し，MBC用試験溶液とし  

た。  

6．定量  

TM用試験溶液の20′〃ゼを高速液体クロマトグラフに注入して  

ピーク高を測定し，TM及びMBC標準溶液により求めた検量線  

により試験溶液中のTM量及びMBC量を算出した。試料中のT  

M量は，TM用試験溶液から得られたTM量とMBC量に1．79   

（TMの分子量342．4／MBCの分子量191．2）を乗じたものを合  

算して算出した。   

・なお，TM及びMBCの定量限界値はいずれも0．05′′Lg／gで  

ある。  

TM回収率（（施）  

溶  媒  安定化剤  0．5（〉bDEG溶液  
涼加なし  2mf添加  

ジクロロメタンーヘキサン（1：1） 29．8（30．0） 92．4（5．2）  

エチルエーテルーヘキサン（1：1J 60．4（27．6） 94．6（0）  

ジクロロメタン  83．1（5．6） 93．0（8．0）  

エチルエーテル  89．4（2．8）102．8（0）  

酢酸エチル  0（42．9）  0（37，0）  

メタノール  97．8（3．6） 96．4（5．9）  

（）：TMの分解によⅠ）生成したMBCより換算したTM％  

3．TMの精製方法の検討   

近藤ら8）は抽出液20mg（試料4g相当）をケイソウ土カラムに  

負荷し，ジクロロメタンーヘキサン（1：1）混液を流してTM  

を溶出させ，次に溶出液を濃縮して窒素気流下で乾囲した後，残  

留物を酢酸エチルに溶解し，アルミナカートリッジに負荷してメ  

タノールでTMを潜押させて精製を行っている。   

そこで，まずケイソウ土カラムによる精製について検討するこ  

ととした。水，キュウリ及びメロンの摘吊＝夜に1．0′′∠g／gとな  
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るようにTMを添加し，ケイソウ土カラム処理を行い，TMの回  

収率を求めた。その結果，表2に示したようにキュウリ及びメロ  

ンにおける回収率は95％以上で良好であったが，水では18．2～  

22．3％の低い回収率を示した。水の場合，TM［i†来のMBCは佗  

かしか検出されなかったことから，ケイソウ十カラム処理ではT  

Mの分解はほとんど起こっていないものと考えられ，ケイソウ土  

表2．ケイソウ土カラム処理におけるTMの回収率  

に吸着されたTMが溶出溶媒で溶出しなかったものと推測された。  

そこで溶出溶媒としてより極性の大きい 

ルエーテルの佗用について検討したが，水におけるTMの回収率  

はいずれも50％以下で大幅な改善は見られなかった。   

ケイソウ土カラムによる精製では試料によって回収率が低下す  

る恐れがあることから，液一液分配抽出1巨3）による精製について  

検討することとしたニ水，キュウリ及びメロンの抽出液に1．0  

ノ′∠g／gとなるようにTMを添加し，ジクロロメタンーヘキサン  

（1：1）混液，ジクロロメタン及びエチルエーテルを用いる3  

種の液一液分配摘出法でTMの回収率を求めた。その結果，表3  

に示したように3種の液一液分配才由出法はいずれの試料において  

も88％以上の回収率を示し良好であった。ジクロロメタンを用い  

る液一液分配抽出法が溶媒屑と水闇の分離が最も良好であったこ  

とから，本鞘ではジクロロメタンを用いる液一液分配抽出法によ  

り精製を行なうこととした。  

試料  ′  
ノ  

TM匝腑㌍針％）  

1．0  22．3（4．5）  

L8．2（9．  

キュウリ  1．0  96．4（－  

メ ロ ン  1．0  104．3（－  

∩
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（）：TMの分解により生成したMBCよi）換算したTM％  
－：測定不能   

表3．液一液分配撒け．操作におけるTMの回収率  一ヽ  
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（）：TMの分解により生成したMBCより換算したTM％  

一：測定不能   

料においても回収率は50％以下で非常に低い回収率であった。ま  

た，TM由来のMBCがTM換算で16～34％検出され，アルミナ  

カートリッジ処理でTMの分解がかなり起こっていることが示さ  

れた。近藤ら別のアルミナカートリッジ精製法ではTMを酢酸エ  

チルに溶解してカートリッジに負荷しているが，酢酸エチルには  

衷1に示したようにTl′Ⅰを分解する可能性が強いため酢酸エチル  

を他の溶媒に変更する必要があると考えられた。そこで，負荷溶  

媒として酢酸エチルの代わりにアセトニトリル及びジクロロメタ  

ンを用い，アルミナカートリッジ処理におけるTMの回収率を■■、  

めた。その結果，表5に示したようにアセトニトリルを用いた場  

合の方が回収率が良く，TM由来のMBCも含めたTMの回収率  

は83～94％であった。TMのアルミナカートリッジ処理操作中の  

分解は食品試料で差が見られ，食品試料の方がTMの分解割合が  

高かった。ジクロロメタンを用いた場合水に比べキュウリとメロ  

ンのTMの回収率が低かったが，これはジクロロメタン負荷液と  

共にTMが流出したことが原因であった。以上の結果から，アル  

ミナカートリソジ精製の負荷溶媒にはアセトニトリルを用いるこ  

ととした。   

表5．負荷溶媒としてアセトニトリル及びジクロロメタンを用い  
た時のアルミナカートリッジ処理におけるTMの回収率  

なお，後述のアルミナカートリソジ による精製でTM由来のM  

BCが検出されることから，このTM由来のMBCとベノミルや  
カルベンダジム出来のMBCを分けるために派仁王潤分配抽出操作  

に0．1N塩酸清浦主よる抽出操作淵を追加してあらかじめTMと  

MBCの分別を行なうこととした。この0．1N塩酸溶液の抽出操  

作を追加一した液一波分配抽出操作におけるTMの回収率はいずれ  

の試料においても表3と同様に90（‰以上を示した。また水，キュ  

ウリ及びメロンの抽出液にべノミル及びカルベンダジムを添加し  

た時，ベノミル及びカルベンダジム由来の九′1BCは95％以上が0．1  

甘塩酸溶液に移行したことから，TMとMBCの分別は十分可能  

であると考えられた。   

次にアルミナカートリソジによる精製について検討した。水，  

キュウリ及びメロンの液一徳分配抽出精製液に1．0一′∠g／gとな  

るようにTⅣ1を添加し，アルミナカートリッジ処理を行い，TM  

の回収宰を求めた。その結果，表4に示したように，いずれの試  

表4．アルミナカートリッジ処理におけるTMの回収率  

TM添加†岩  TM回収率（％）  

（′・∠g／g）   酢酸エチル負荷  

1．0  35．8（24．8）  

52．6（20．2）  

34．8（22．9）  

35．1（25．5）  

キュウリ  1．O  L9．3（30．5）  

18．1（20．4）  

メ ロ ン  1．0  18．0（17．4）  

12．L（34．5）  

TM添加量  TM回収率（％）  

（〃g／g）7セトニトリル負荷 ジクロロメタン負荷  

86．0（3．6）  87．1（3．9）  

84．6（3．1）  85．5（3．3）  

73．6（21．3）   15．7（15．7）  

68．0（15．7）  6．5（6．0）  

水  L．0  

キュウリ  1．0  

メ ロ ン  1．0  
（〕：TMの分解により生成したMBCより換算したTM  

（1：TMの分解により生成したMBCより換算したTM％  
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高速液体クロマトグラフィーによる農産物中のチオファネートメチルの定量  

4．HPLC条件の検討  

近藤ら－）は移動相にメタノールー0．01Mリン酸二水素カリウム   

溶液（1：1）を用いてUV278nmでTM及びMBCを測定し   

ている。種々の農産物から得られたTM用試験溶液を近藤らの   

HPLC条件で測定したところ，農産物によってTM及びMBC   

の測定が困難な場合があった。移動村としてはアセトニトリルー   

0．01Ml）ン酸二水素カl）ウム溶液（4：6）でもTM及びMBC   

の測定が可能であることから，この2つの移動相における食品由   

来の妨害物質の影響を比較検討した。結果を表6に示した。TM   

の測定に対してはアセトニトリルー0．01Mリン醸二水素カリウム   

溶液（4：6）の方が良好で，いずれの農産物にも妨害ピークの   

存在は認められなかったことからTm′1の測定にはこの移動柑を用  

いることとした。MBCの測定に対してはメタノールー0．01Mリ  

ン酸二水素カリウム溶液（11）の方が良好であったが，MB   

CはTMと同時に検出定量されることからアセトニトリルー0．01   

Mリン酸二水素カリウム溶液（4：6）で妨害ピークが存在する  

J■三像レタス及びナスのみをメタノールー0．01Mリン酸二水素カ   
リウム溶液（11）で測定することとした。なお，MBCはU   

V278nm以外にもケイ光をEX285nm，EM315nmで測定するこ  

とが可能であるため両方法を併用して測定することとした。  

上記の検討で設定したHPLC条件で測定した米，大豆，ナス，   

ニンジン及びグレープフルーツのTM用試験溶液のクロマトグラ  

ムを図1に示した。  

標準溶液（条件A）   米（条件A）  大豆（条件A）  

表6．2つの移動相における食品由来の妨害物質の影響  

メタノール州．011IKH＝PO－（1：1J  7セトニトル刊．011IKH2PO。（4：6〕  

TM  MBC  TM  MBC  

UV278nm  

及びケイ光  
試料  UV278nm笈諾㌢蒜UV278nm  

○
×
 
×
 
×
 
×
 
△
0
0
×
 
△
 
×
○
 
 

ン
 
一
ユ
 
レ
 
 

大
白
 
レ
 
ナ
 
ネ
ニ
ピ
 
キ
 
オ
 
レ
 
 

○
 
△
○
 
△
 
△
0
0
 
△
 
△
 
△
 
△
○
 
 

豆
菜
ス
 
ス
 
ギ
 
ン
 
ン
 
リ
ジ
 
ン
 
 

ジ
 
マ
 
ウ
 
ン
 
 

△
 
△
 
△
 
△
 
0
0
0
 
△
 
△
 
×
 
0
0
 
 

△
 
×
 
×
 
×
 
△
0
0
 
△
 
△
 
△
 
△
○
 
 

夕
 
 

モ
 
 グレープフルーツ  

メ   ロ  ン  

○：保持時間及び付近に妨害ピークなし  

△：保持時間付近に妨害ピーク存在（標準ピークと分離）  
×：保持時間に妨害ピーク存在（標準ピークと重なる）  

ケイ光波長：Ex285nm，Em315nm  

ナス（条件A）  ニンジン（条件A）グレプフルーツ（射牛A）  

加∴」 凧  r  
0  4  8 12   

保持時間（分）  

標準溶液（条件B）  

1．0／′g／mゼ  

0 4 8 12  0 4  8 12  0 4 8 12  0 4 8 12  0 4 8 12  
保持時間（分）  保持時間（分）  保持時間（分）  保持時間（分）   

大豆（条件B）  標準溶液（条件C）   ナス條件C）  

保持時間（分）  

・
－
－
1
R
此
 
 

MBC   
l．0〃g／mゼ   

＿、；∴＿。ノーーー＿㌧  
0  4  8  
保持時間（分）  

0  4  8  

保持時間（分）  

0  4  8 12   0  4  8 12  
保持時間（分）  保持時間（分）  

囲1標準溶液及び農産物から得られたTM用試験溶液の高速液体クロマトグラム  

HPLC条件A：移動相；アセトニトリルー0．01MKH2POl（4：6），検出；UV278nm  
HPLC条件B：移動柚；アセトニトリルー0．OIMKH。POl（4：6），検出；ケイ光Ex285nm，Em315nm  
HPLC条件C：移動相；メタノールー0．01MKH2POl（l：1），検出；UV278nm  
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5．各農産物におけるTMの添加回収率   

TMが不検出の21種の農産物にTMを0．5〃g／gとなるよう  

に添加し，TM画分における回収率を求めた。結果を表7に示し  

た。末変化のTMとMBCに変化したTMの合計の回収率は72．9  

～90．7％で農産物による大きな差はなく，実用上十分な回収率が  

得られた。MBCに変化したTMは添加したTMの4．9～69．8％  

で，農産物の種類によって大きな差が見られ，アルミナカートリッ  

ジ処理操作でのTMの分解が農産物の種類によって大きく異なっ   

表7．農産物におけるチオファネートメチル（TM）の添加回収率  

添加量：0．5／ノg／g  

Mの分解をまねくため精製用溶媒として不適であった。   

3．近藤らのケイソウ土カラム精製法は水試料におけるTMの  

回収率が非常に低く，試料によって回収率が低下する恐れがあっ  

た。これに対し，液一液分配抽出精製法は水及び食品試料のいず  

れにおいても良好な回収率を示し，またTMとベノミルやカルベ  

ンダジム由来のMBCの分別が可能でアルミナカートリッジ精製  

で生成するTM由来のMBCとベノミルやカルベンダジム由来の  

MBCを分けることができることから．液一橋分配摘出精製法を  

用いることとした。液一液分配抽出に用いる溶媒としてはジクロ  

ロメタンが最適であった。   

近藤らのアルミナカートリッジ精製法は負荷溶媒として酢酸エ  

チルを慣用しているためTMの分解が起こり非常に低い回収率を  

示した。そこで，TMの分解の起こりにくいアセトニトリルを負  

荷溶媒として使用することとした。   

4．TMの測定に用いる移動相としては近藤らのメタノールー  

0．01Mリン酸二水素カリウム溶液（1：1）よりアセトニトリルー  

未変化TM MBCに変化した 合計T M  
回収率（％）TM回収率（％） 回収率（％）  

農作物名  

米  80．6  

′ト  麦  60．5  

大  豆  51．7  

小  豆  65．1  

7．1  87．7  

23．1  83．6  

23．4  75．1  

21．6  86．7  

11．8  88．1  

4．9  84．4  

36．2  87．1  

10．5  89．3  

11．7  82．8  

9．0  90．7  

18．7  82．6  

13．7  86．8  

45．3  85．7  

29．7  89．8  

22．9  72．9  

19．0  80．9  

37．1  85．9  

69．8  81．5  

45．9  75．8  

34．8  84．4  

21．0  81．3  

シ
 
 
 

イ
 
 
 

レ
 
 
 

．
1
 
 

ヨ  76．3  

79．5  

50．9  

78．8  

一ヽ  
0．01Mリン醸二水素カリウム潜液（4：6）の方が妨害物質の   イ

菜
 
ス
 
 
 

サ
 
 

タ
 
 

、
／
 
 テ

 
白
 
 

響を受けないため，アセトニトリルー0．01Mリン酸二水素カリウ  

ム溶沌（4：6）を用いることとした。MBCの測定に対しては  

メタノールー0．01Mリン酸二水素カリウム溶液（1：1）の方が  

良好であったが，MBCはTMと同時に検出定量されることから  

アセトニトリルー0．01Mリン酸二水素カリウム溶液（4：6）で  

妨害ピークが存在する農産物のみをメタノールー0．01Mリン酸二  

水素カリウム溶液（11）で測定することとした。MBCは  

UV278nm以外にもケイ光EX285nm，EM315nmで測定するこ  

とが可能であるため両方法を併用して測定することとした。   

5．本法での21種の農産物における0．5／ノg／gのTMの回収  

率は72．9～90．7％で，実用上十分な回収率が得られた。MBC  

に変化したTMは涜加したTMの4．9～69．8％で，農産物の種類  

によって大きな差が見られた。  
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ていることが分かった。この結果からアルミナカートリッジ処理  

操作でのTMの分解には食品成分が強く関与しているものと推測  

された。   

なお，各農産物に0．5一“g／gのベノミル及びカルベンダジム  

を涜加した時，ベノミル及びカルベンダジム由来のMBCのTM  

画分への移行率は0～4．2％でごく僅かであり，ベノミルやカル  

ベンダジムの共存がTMと同程度の量であればTMの測定値に対  

する影響はほとんどないものと思われる。  

Ⅳ ま と め  

近藤らによって開発されたTMのHPLCによる定量法につい  

て追試検討し，種々の農産物に適応可能な方法に改良した。  

1．TMの抽出方法は操作の迅速化を目的にホモジナイズ抽出  

に変え，吸引ろ過彼の濃縮操作は除いた。   

2．精製用溶媒としてジクロロメタンーヘキサン（1：1）混  

液，エチルエーテルーヘキサン（1：1）混液，ジクロロメタン，  

エチルエーテル及びメタノールの5種の溶媒が濃縮操作時の安定  

化剤のDEGの添加条件下で使用可能であった。酢酸エチルはT  
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